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区
は
、
西
日
暮
里
駅
前
な
ど

の
大
規
模
再
開
発
で
「
外
か
ら

人
を
呼
び
込
み
」
「
賑
わ
い
創

出
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
多
数
の
区
民
と

は
無
縁
の
「
富
裕
層
向
け
億
シ
ョ

ン
建
設
」
に
巨
額
の
税
金
と
区

有
地
投
入
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
多
く
の
区
民
が
暮
ら

す
地
域
で
の
都
市
計
画
道
路
、

木
造
密
集
地
域
整
備
事
業
な
ど

は
、
防
災
性
の
観
点
か
ら
重
要

か
つ
最
優
先
課
題
で
す
。

現
在
荒
川
区
内
の
都
市
計
画

道
路
計
画
で
実
際
に
事
業
中
は

４
路
線
あ
り
ま
す
。
う
ち
、
町

屋
地
区
に
関
わ
る
路
線
が
補
助

１
９
３
号
線
（
旭
電
化
通
り
・

第
１
期
荒
木
田
交
差
点
か
ら
尾

久
の
原
防
災
通
り
ま
で
）
と
補

助
90
号
線
（
町
屋
駅
か
ら
都
電

沿
い
に
道
路
を
25
ｍ
拡
幅
、
明

治
通
り
ま
で
抜
け
る
）
で
す
。

電
化
通
り
50
％
、
90
号
線

80
％
の
用
地
買
収
で
す
が

90
号
線
の
用
地
買
収
は
、
約

80
％
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
完

成
は
見
通
せ
ま
せ
ん
。
特
に
、

京
成
線
の
高
架
下
を
通
り
道
路

を
繋
ぐ
た
め
に
は
、
橋
脚
の
除

去
・
線
路
の
付
け
替
え
な
ど
大

工
事
が
必
要
で
何
時
に
な
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

都
電
沿
線
の
柵
に
囲
ま
れ
た
未

利
用
地
が
長
期
に
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
旭
電
化
通
り
は
、
用

地
買
収
が
50
％
の
よ
う
で
す
。

や
っ
と
半
分
で
す
。
対
象
地
域

は
、
歯
抜
け
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
の
商
店
街
の
面

影
は
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
、

住
宅
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

定例法律相談
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横山区議事務所

※連休のため曜日を変更

墨田区は、今年度から2034年度までの地域公共交通計画を

策定。ここに至る間、区長から墨田区地域公共交通活性化協

議会に計画策定が諮問され、区議会も地域公共交通等調査特

別委員会を設置して計画策定を進めてきました。

本計画では、計画策定の背景として、①コロナ禍や運転手

不足などで公共交通の維持が困難に②一方公共交通によって

高齢者の外出機会増加などによる健康増進効果で、社会全体

の費用負担が軽減される社会的な効果（クロスセクターベネ

フィット）があることから、将来にかけて、公共交通を維持

することが大事になっていることなどをあげています。

これらは、荒川区も同じではないでしょうか。計画策定を

かたくなに拒否し続ける区の姿勢は、結局区民の中長期の利

益に背を向けることになると強く感じます。

裏面 区の熱中症対策とエアコン助成改善など…

荒
川
７
丁
目
の
都
営
仲
道
ア
パ
ー

ト
１
号
棟
の
建
替
が
完
了
し
た
よ

う
で
す
（
下
写
真
）
。
建
替
に
当

た
っ
て
は
、
町
屋
５
丁
目
の
都
営

住
宅
な
ど
に
多
く
の
方
が
仮

移
転
し
て
長
く
暮
ら
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

建
替
完
了
で
元
の
仲
道
ア

パ
ー
ト
に
戻
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
仮
移
転
先
で
そ
の
ま

ま
住
む
こ
と
も
可
能
で
す
。

高
齢
で
の
引
っ
越
し
が
困
難

な
方
、
戻
る
と
部
屋
が
極
端

に
狭
く
な
る
の
で
躊
躇
し
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
町

屋
さ
く
ら
が
廃
止
さ
れ
て
移

動
が
困
難
な
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
仲
道
ア
パ
ー
ト
は
駅
に

も
近
く
利
便
性
の
よ
い
場
所
に
あ

り
多
く
の
方
が
戻
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
ま
た
街
の
様
子
も

変
わ
る
で
し
ょ
う
。

横
山
幸
次

木
造
密
集
地
域
と
細
街
路
が

多
い
荒
川
区
で
は
、
道
路
拡
幅

の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
地
域
に
は
、
人
々
が
暮
ら

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
商
店
、
町

工
場
な
ど
の
生
業
が
あ
り
ま
す
。

問
題
は
、
事
業
の
出
発
点
か

ら
防
災
上
の
道
路
事
業
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

商
店
街
の
再
構
築
事
業
、
公
園

・
緑
地
な
ど
の
都
市
機
能
を
含

め
た
計
画
が
セ
ッ
ト
で
必
要
だ

と
感
じ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
未
利
用
地
の
ま
ま
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
で
も
長
期
的
な
視
野

で
街
の
あ
り
方
含
め
た
取
組
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。



今
年
も
酷
暑
が
予
想
さ
れ
る

だ
け
に
、
区
民
の
命
に
関
わ
る

熱
中
症
対
策
は
、
緊
急
課
題
で

す
。
区
は
、
区
内
事
業
者
と
熱

中
症
対
策
な
ど
で
連
携
協
定
を

締
結
し
、
「
街
な
か
避
暑
地
」

と
し
て
城
北
・
朝
日
の
各
信
金

を
指
定
、
も
う
一
つ
は
、
マ
イ

ボ
ト
ル
用
給
水
機
を
区
有
施
設

に
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

同
時
に
、
昨
夏
も
エ
ア
コ
ン

の
購
入
・
修
理
が
で
き
な
い
、

高
い
電
気
代
の
た
め
エ
ア
コ
ン

の
使
用
を
た
め
ら
う
か
た
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
界
気
象
機
関
は
、
昨
年
の

気
温
上
昇
が
初
め
て
１
．
５
度

を
超
え
た
と
報
告
し
ま
し
た

（
左
囲
み
）
。

気
候
変
動
へ
の
対
応
と
し
て
、

荒
川
区
と
し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
実
現
へ
の
取
組
を
求
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
夏
、
熱
中
症

で
亡
く
な
る
方
を
１
人
も
出
さ

な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
準
備
を

区
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

今
回
街
な
か
避
暑
地
の
拡
大
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
同
時
に
、

熱
中
症
は
、
圧
倒
的
に
部
屋
の

中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
部
屋
で
過
ご
す
機
会
の
多

い
高
齢
者
な
ど
の
場
合
、
エ
ア

コ
ン
利
用
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

区
は
、
エ
ア
コ
ン
購
入
支
援

と
し
て
「
エ
コ
助
成
」
（
下
囲

み
）
の
活
用
を
い
い
ま
す
。
し

か
し
エ
コ
助
成
対
象
の
エ
ア
コ

ン
は
、
高
額
の
た
め
、
低
所
得

層
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
。
少

な
く
と
も
、
エ
ア
コ
ン
助
成
で

低
所
得
層
へ
の
補
助
金
引
き
上

げ
、
エ
ア
コ
ン
修
理
代
補
助
な

ど
急
ぎ
具
体
化
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
電
気
代
を
心
配
し
て
エ

ア
コ
ン
を
利
用
を
控
え
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
支
援

高
齢
者
の
格
差
も
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
60
代
の
単

身
世
帯
で
は
約
３
人
に
1
人

が
貯
蓄
ゼ
ロ
、
２
人
以
上
世

帯
で
も
約
２
割
が
貯
蓄
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の

年
金
、
医
療
な
ど
社
会
保
障

の
充
実
に
こ
そ
財
源
を
振
り

向
け
る
べ
き
で
す
。

申込受付期間 2025年５月１日～2026年年２月２７日

問い合わせ先 環境課 環境推進係 新エコ助成担当

電話：03-5811-6463 または03-5811-6850

助成対象は、以下の機器です。詳しくは、ホームページか担

当課にお問い合わ

せください。

※予算額に達した

場合には、期間内

でも受付を中止し

ます。

2024年の気温上昇は、初の1.5度超え
パリ協定を上回る

世界気象機関 (WMO)は、2024年の気温上昇幅

が産業革命前と比べ1.55度に達したとする報告

書を発表しました。

地球温暖化対策の国際枠組み 「パリ協定」

が気温上昇の抑制目標とする1.5度を単年で初

めて超過。異常気象の深刻化が懸念されます。

前年に続き、観測史上最も暑い年の記録を更新しました。 温

室効果ガス排出量の増加や、太平洋赤道域東部の海面水温が上

昇するエルニーニョ現象などが原因といいます。北極と南極の

氷の減少、氷河の消失が急速に進み、海洋温度、海面水位も過

去最高となったことが確認されました。

WMOはこうした影響で、24年に世界で150を超える「過去に例

のない」異常気象を観測したと報告。

日本からは夏季の猛暑に加え、9月に能登半島北部を襲った記

録的大雨を事例に挙げました。国連のグテレス事務総長は「地

球は『救難信号』を発している」と危 機感を表明。その上で、

各国の指導 者に対し、再生可能エネルギー導入な

どの対策強化へ「一歩踏み出さなければならない」

と訴えました。

区が事業者と協定
☆民間施設をあらかわ街なか避暑地

に指定（城北と朝日の各信用金庫）

☆熱中症予防の推進・プラスチック

製品の使用抑制…連携協定

マイボトル用給水機を区有施設へ

（ダイオーズジャパン、ウォーター

スタンド）

※エアコン助成の条件は、省エネ基準達成率100％以上。その

ため値段は高くなり、低所得世帯も買える改善が必要です。


